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身
延
地
区

　
　

＊
と　

き　

平
成
26
年
５
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時

　
　

＊
会　

場　

身
延
町
総
合
文
化
会
館
２
階
会
議
室

　
　

＊
参
加
者　

計
23
名

（
町
民
9
名
、
議
員
13
名
、
事
務
局
１
名
）

質

疑

応

答

提
言
・
意
見
・
要
望

　

���　

な
か
と
み
現
代
工
芸
美
術
館
、
湯
之
奥
金

山
博
物
館
、
身
延
町
総
合
文
化
会
館
の
運
営

に
つ
い
て
の
情
報
開
示
が
不
足
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
費
用
対
効
果
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。
議
会
で
も
し
っ
か
り
議
論

を
し
て
ほ
し
い
。

　　
　

3
地
区
懇
談
会
で
の
質
問
・
提
言
・
意
見

を
ま
と
め
、議
員
全
員
協
議
会
等
で
協
議
し
、

当
局
へ
提
出
す
る
等
の
対
応
を
行
う
。

　
���　

学
校
統
合
問
題
、「
子
ど
も
の
減
少
で
統

合
」
と
い
う
考
え
で
は
、
い
ず
れ
学
校
は
な

く
な
る
。
学
校
が
な
く
な
る
と
過
疎
化
が

進
み
、
学
校
の
な
い
と
こ
ろ
に
人
は
集
ま
ら

な
い
。
検
討
し
直
し
て
ほ
し
い
。

　　

��　

議
会
に
お
い
て
、
町
長
は
「
学
校
は
な
く

さ
な
い
」
と
い
う
答
弁
を
し
て
い
る
。

　
　

今
後
、
新
た
な
議
会
と
し
て
違
う
意
見

が
出
て
、
手
続
き
を
踏
み
、
議
決
す
れ
ば
変

わ
る
こ
と
も
あ
る
。

○
…
身
近
な
議
会
に
…
○

　
　

こ
の
懇
談
会
は
、
議
員
が
議
会
の
運
営
状
況
や
課
題
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
報
告
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
や
要
望
な
ど

を
聴
き
、
意
思
の
疎
通
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
年
２
回
の
予
定
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

○�

学
校
統
合
問
題
は
、
住
民
感
情
を
重
視
し
た

取
り
組
み
を
し
て
ほ
し
い
。

○�

中
部
横
断
自
動
車
道
開
通
に
伴
い
、
52
号
線

沿
い
の
「
ゆ
ば
の
里
」・「
中
富
の
直
売
所
」

な
ど
、
お
客
の
減
少
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る

の
か
、
し
っ
か
り
議
論
し
て
ほ
し
い
。

○�

「
集
団
的
自
衛
権
」の
問
題
、議
会
と
し
て
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。
深
刻
な
問
題
で
あ

る
。

○�

電
気
柵
の
電
源
が
故
障
し
た
場
合
、
補
助
を

考
え
て
ほ
し
い
。

○�

学
校
の
な
い
と
こ
ろ
に
子
ど
も
は
来
な
い
。

教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定
し
、
学
校
統
廃

合
を
考
え
て
ほ
し
い
。

…地域住民との対話集会…

Q1Q2 A1A2

懇談会の目的

地域住民の声を聞く
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町民と議員との懇談会
　

 

下
部
地
区

　
　

＊
と　

き　

平
成
26
年
５
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

  

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

　
　

＊
会　

場　

久
那
土
働
く
婦
人
の
家
２
階
会
議
室

　
　

＊
参
加
者　

計
64
名

（
町
民
50
名
、
議
員
13
名
、
事
務
局
１
名
）

質

疑

応

答

提
言
・
意
見
・
要
望

　

�　
「�

１
中
３
小
」は
民
意
に
沿
っ
て
い
な
い
と

考
え
る
。
下
部
地
区
議
員
の
考
え
は
す

で
に
聞
い
て
い
る
が
、
学
校
統
廃
合
問

題
に
つ
い
て
、身
延
・
中
富
地
区
の
議
員

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

＊�

「
１
中
３
小
」
の
議
決
は
尊
重
す
る
。
違

う
考
え
方
が
あ
れ
ば
議
論
し
て
、
新
た
に

採
決
を
行
え
ば
よ
い
。

　

＊�

保
護
者
の
同
意
書
が
出
さ
れ
た
時
点
で
、

改
め
て
議
論
す
る
。
今
後
、議
会
で
よ
り

良
い
方
向
を
探
っ
て
い
く
。

　

＊�

ど
の
よ
う
な
教
育
を
行
っ
て
い
く
べ
き
か

と
い
う
話
し
合
い
が
不
足
し
て
い
る
。

　

＊�

審
議
会
答
申
は
「
１
中
２
小
」
だ
っ
た
。

議
会
と
し
て
は
「
１
中
３
小
」
の
意
見

書
を
出
し
た
が
、
規
模
だ
け
で
あ
り
、
配

置
に
つ
い
て
は
今
後
議
会
で
議
論
し
て
い

く
。

　

＊��

「�
１
中
３
小
」
に
は
反
対
で
あ
り
、
地
域

性
を
も
っ
た
考
え
で
進
め
る
べ
き
で
あ

る
。

○�

「
１
中
３
小
」の
議
決
は
守
ら
な
け
れ
ば
と
い

う
議
員
が
多
い
が
、
状
況
は
変
化
し
て
い
る
。

議
会
も
教
委
も
硬
直
し
た
考
え
で
進
め
る
の

は
よ
く
な
い
と
思
う
。

○�

計
画
を
こ
の
ま
ま
進
め
れ
ば
、
30
年
を
待
た

ず
学
校
が
消
え
て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感
が

あ
る
。

　

議
員
は
良
識
あ
る
判
断
を
。

○�

久
那
土
小
は
、
少
人
数
だ
が
す
ば
ら
し
い
学

校
だ
と
表
彰
も
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
、

教
委
や
町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

○�

１
中
と
い
う
の
な
ら
、
多
く
の
人
が
納
得
す

る
場
所
に
学
校
を
設
け
る
と
い
う
発
想
は
な

い
の
か
。

○�

「
三
沢
｜
市
之
瀬
ト
ン
ネ
ル
」
は
下
部
地
区

住
民
の
30
年
来
の
悲
願
で
あ
る
。
富
士
川
左

岸
に
も
２
車
線
レ
ベ
ル
の
道
が
ほ
し
い
と
い

う
住
民
が
多
い
こ
と
を
理
解
し
て
ほ
し
い
。

○�

廃
校
に
な
る
と
、
過
疎
率
50
％
を
超
え
る
と

い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
が
、
古
関
で
は
人
口
減

少
が
60
％
を
超
え
て
い
る
と
い
う
。
頭
の
中

だ
け
で
も
の
を
い
う
の
で
は
な
く
、
数
字
で

示
し
て
ほ
し
い
。
議
員
も
廃
校
後
の
検
証
を

し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
。

…膝を交えて意見交換…

Q1A1
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町民と議員との懇談会
　

 

中
富
地
区

　
　

＊
と　

き　

平
成
26
年
５
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時

　
　

＊
会　

場　

飯
富
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　

＊
参
加
者　

計
31
名

（
町
民
15
名
、
議
員
14
名
、
事
務
局
2
名
）

質

疑

応

答

提
言
・
意
見
・
要
望

　
　

議
会
費
の
内
容
は
。

　
　

主
な
も
の
と
し
て
、
議
員
定
数
が
２
人

減
の
14
人
と
な
っ
た
た
め
の
報
酬
等
の
減

額
で
あ
る
。
予
算
全
体
で
前
年
度
よ
り
も

７
５
１
万
6
千
円
の
減
額
で
あ
る
。

　
　

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ

ト
は
。

　
　

伝
送
の
高
速
化
に
よ
り
音
声
の
み
な
ら

ず
、
画
像
や
デ
ー
タ
の
送
受
信
が
可
能
と

な
り
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
端
末
に
容
易
に
接

続
で
き
る
こ
と
。

　
　

原
地
区
体
育
館
跡
地
、
利
活
用
の
考
え

は
。

　
　

町
と
し
て
は
ま
だ
決
め
て
い
な
い
が
、「
今

後
検
討
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

　
　

　
　

小
中
学
校
統
合
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　

28
年
４
月
、
ま
ず
中
学
校
を
統
合
す
る

計
画
で
あ
る
。
現
在
、
委
員
会
に
お
い
て
、

後
期
計
画
の
同
意
・
不
同
意
の
集
計
が
な
さ

れ
て
お
り
、
い
ず
れ
報
告
を
受
け
る
予
定
。

　
　

人
口
減
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　

宅
地
分
譲
な
ど
政
策
室
で
取
り
組
ん
で

い
る
。

○
子
ど
も
の
声
が
聞
こ
え
な
い
活
性
化
は
、
あ

り
得
な
い
。
１
中
３
小
に
し
て
町
の
活
性
化

が
で
き
る
の
か
。

○
学
校
統
廃
合
問
題
は
、
町
の
将
来
を
左
右
す

る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
真
剣
に
論
議
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

○�

子
ど
も
は
、
あ
る
程
度
の
規
模
で
学
習
さ
せ

た
い
。

○�

ど
の
よ
う
な
学
校
に
す
る
の
か
、
教
育
ビ
ジ

ョ
ン
が
な
い
。

○�

町
の
活
性
化
、
声
は
出
る
が
実
施
さ
れ
て
い

な
い
。

○
身
延
の
学
校
に
魅
力
が
な
い
。
も
っ
と
子
供

の
意
見
を
聞
い
て
ほ
し
い
。

○
小
人
数
だ
か
ら
で
き
る
学
校
の
良
さ
を
、
も

っ
と
生
か
し
て
ほ
し
い
。

…活発な意見交換…

Q1Q3 Q2Q4Q5 A1A3 A2A4A5
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●乗合タクシーの運行拡大を。（H25 年 12 月定例会）	 質問者：渡辺文子 議員

●要支援、サービス切り捨て撤回を。（H25 年 12 月定例会）	 質問者：渡辺文子 議員

問

問

答

答

その後

その後

　地域的に利用できないという声
を聞いているが、運行拡大はでき
ないか。

　ほとんどが訪問や通所サービスに
なる。要支援の切り捨てをさせないた
め、町からも声を上げる必要があると
思うが。

　運行されていない 24 集落を歩き、ま
た、オペレーターや運転手の意見を聞き
ながら、なるべく早く解消していきたい。

　明日、この内容について県の説明があるの
で、それを受け対応したい。

　24 集落について、「ワゴン車での擦れ違いはどうか、旋回はできるのか」など
の実地調査を行った。現在その結果について、オペレーターや運転手との意見交
換を行い、少しでも運行の拡大ができるよう検討している。

　県の説明では、要支援１・２の方が訪問介護や通所介護サービスを受けられな
くなるということではなく、ケアマネジメントの結果等を踏まえ、サービスが不
可欠な場合は、同じ介護保険制度の中の「地域支援事業」として訪問介護等のサ
ービスを提供するというものである。
　今後国から示される詳細情報等を考慮し、必要なサービスを適切に提供できる
よう、介護保険事業の運営に努めて行く。

議員の質問に、当局がどのように対応し、
どのようになっているのか！

あの
どうなった！
一 般 質 問

　介護保険制度で比較的介護度の低い「要

支援１」「要支援２」と認定された人につ

いて、介護保険の給付対象から切り離すこ

とを含め、制度を見直す法案が６月１８日

成立した。

　急増する介護費用を抑えるためで、ボラ

ンティアなどを活用した市町村の事業に移

すことを視野に入れている。ただし、市町

村間でサービス内容に差が出かねず、「軽

度者の切り捨てになる」との批判も強い。
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町長行政報告

迫
る
厳
し
い
財
政
状
況

徹
底
し
た
節
減
合
理
化
に
努
め
る

●
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

　

地
方
交
付
税
が
減
額
さ
れ
る

中
、本
町
に
お
い
て
は
、合
併
の

特
例
措
置
で
あ
る
交
付
税
の
合

併
算
定
替
え
が
今
年
度
で
終
了

し
、27
年
度
か
ら
は
段
階
的
に

減
額
が
始
ま
り
、６
年
後
の
32

年
に
は
総
額
約
10
億
円
が
減
額

さ
れ
る
。

　

目
の
前
に
迫
っ
た
厳
し
い
財

政
状
況
、
町
税
等
の
一
般
財
源

の
積
極
的
な
確
保
策
を
講
ず
る

と
と
も
に
、
経
費
全
般
に
つ
い

て
徹
底
し
た
節
減
合
理
化
に
努

め
、
効
率
的
で
持
続
的
な
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

●
平
成
25
年
度 

一
般
会
計
・

　

特
別
会
計
決
算
処
理

　

25
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
決
算
処
理
が
、
５
月
30

日
付
け
で
行
わ
れ
、
全
会
計
に

お
い
て
黒
字
決
算
と
な
り
、
会

計
処
理
が
良
好
に
完
結
し
た
。

● 

「
富
士
山
世
界
遺
産
認
定
書

伝
達
式
」
に
つ
い
て

　

４
月
21
日
に
外
務
省
に
お
い

て
「
富
士
山
世
界
遺
産
認
定
書

伝
達
式
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

認
定
書
の
原
本
は
外
務
省
で

保
管
し
て
あ
る
が
、
レ
プ
リ
カ

を
山
梨
・
静
岡
両
県
及
び
該
当

す
る
市
町
村
等
が
い
た
だ
い
た
。

　

町
長
室
入
口
横
の
展
示
ケ
ー

ス
に
飾
り
ま
し
た
の
で
来
庁
の

折
り
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
。

● 

丸
滝
宮
の
前
団
地
宅
地
分

譲
事
業
に
つ
い
て

　

24
年
度
か
ら
定
住
促
進
の

た
め
「
丸
滝
宮
の
前
団
地
宅
地

分
譲
事
業
」の
造
成
工
事
等
を

行
っ
て
き
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完

成
し
、
19
区
画
、平
均
面
積
約

１
０
０
坪
の
分
譲
を
開
始
し
た
。

　

申
込
状
況
は
２
件
、
ま
た
、

数
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る

が
、
多
く
の
方
に
購
入
し
て
頂

き
、
一
日
も
早
い
定
住
を
願
っ

て
い
る
。

● 

大
雪
に
よ
る
、
国
道
52
号

避
難
所
開
設
に
伴
う
感
謝

状
受
賞
等
に
つ
い
て

　

献
身
的
な
功
労
に
対
し
て
、

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局

甲
府
河
川
国
道
事
務
所
長
よ

り
、
各
施
設
に
感
謝
状
の
贈
呈

が
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
山
間
部
の
集
落
で
は

除
雪
が
間
に
合
わ
ず
、
孤
立
集

落
の
解
消
の
た
め
、
２
月
20
日

か
ら
22
日
ま
で
の
間
、
長
野
県

野
沢
温
泉
村
役
場
よ
り
、
職
員

２
人
が
除
雪
機
持
参
の
上
、
応

援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
対
し
、
５
月
23

日
野
沢
温
泉
村
に
出
向
き
、
村

長
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

富士山世界遺産認定書

望
月
仁
司 

町
長
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○
報
告
第
３
号　

平
成
25
年

度
身
延
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）
公
債
費

渡
辺
文
子
議
員

利
子
が
１
、６
５
９
万
８
千

円
、
こ
の
金
額
は
大
き
い
と

思
う
が
そ
の
理
由
は
。

財
政
課
長

公
債
費
利
子
分
の
償
還
額

の
算
定
に
誤
り
が
あ
り
、
償

還
額
に
不
足
を
生
じ
た
た
め

に
、
増
額
補
正
を
し
た
。

○
一
般
会
計
の
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書

深
澤
勝
議
員

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
25

年
度
に
す
べ
て
執
行
を
完
了

す
る
の
が
道
筋
だ
と
思
う

が
、
繰
り
越
し
の
理
由
は
。

財
政
課
長

大
雪
に
よ
る
除
雪
や
用
地

買
収
等
に
不
測
の
日
数
を
要

し
た
た
め
。

繰
越
事
業

・��

丸
滝
宮
の
前
の
宅
地
分
譲
事

業
・�

児
童
福
祉
費
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
電
子
シ
ス
テ
ム
構

築
業
務

・�

社
会
福
祉
費
の
障
害
者
総
合

支
援
法
、26
年
度
改
正
対
応
の

た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業

・
農
林
水
産
業
費
の
３
事
業

・�

林
業
費
、
林
道
三
石
山
線
改

良
事
業

・�

道
路
橋
梁
費
、
道
路
橋
梁
維

持
事
業
ほ
か
。

○
議
案
第
52
号
平
成
26
年
度

身
延
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
民
生
費
、
児
童
福

祉
総
務
費
中
報
酬

渡
辺
文
子
議
員

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
委

員
報
酬
10
人
分
と
あ
る
が
、

今
の
時
期
に
な
ぜ
計
上
し
た

の
か
、
そ
の
理
由
は
。

子
育
て
支
援
課
長

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
委

員
の
報
酬
で
あ
る
。
当
初
予

算
で
の
計
上
漏
れ
で
あ
る
。

○
民
生
費
、高
齢
者
福
祉
費
中

負
担
金
補
助
金
及
び
交
付
金

芦
澤
健
拓
議
員

補
助
金
３
０
０
万
円
の
内

容
は
。

福
祉
保
健
課
長

社
会
福
祉
法
人
身
延
山
福

祉
会
が
設
置
す
る
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
み
の
ぶ
荘
お

よ
び
養
護
老
人
ホ
ー
ム
功
徳

会
、
こ
の
２
つ
の
施
設
が
老

朽
化
し
て
い
る
た
め
に
今
年

度
か
ら
３
カ
年
計
画
で
施
設

を
再
編
整
備
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
補
助
金
は
、
今

年
度
分
の
施
設
整
備
に
対
す

る
も
の
で
あ
る
。

【
内
容
説
明
】

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
み
の
ぶ
荘
」
で
は
80
人
の

定
員
を
最
終
的
に
30
人
定

員
と
し
、
現
在
50
人
定
員

の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
功

徳
会
」
と
合
築
。

み
の
ぶ
荘
の
定
員
が
80

人
か
ら
30
人
と
な
り
、減
っ

た
50
人
分
を
25
人
ず
つ
の

小
規
模
な
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
と
し
、現
在
の「
み

の
ぶ
荘
」
か
ら
離
し
て
地
域

に
分
散
し
整
備
す
る
と
い
う

計
画
で
あ
る
。

今
年
度
は
小
規
模
な
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
1

棟
建
設
す
る
。

芦
澤
健
拓
議
員

補
助
金
、
介
護
基
盤
緊
急

整
備
特
別
対
策
事
業
費
補

助
金
の
３
０
０
万
円
で
あ
る

が
、
実
際
の
事
業
は
全
部
で

ど
の
く
ら
い
か
か
る
か
。

福
祉
保
健
課
長

今
年
度
整
備
を
す
る
予
定

の
小
規
模
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
諸
々
の

費
用
を
含
め
て
５
億
１
千
万

円
ほ
ど
の
数
字
を
受
け
て
い

る
。当

初
予
算
に
１
億
円
の

補
助
金
を
計
上
し
て
い
る
の

で
今
回
の
補
正
の
３
０
０
万

円
と
合
わ
せ
、
町
か
ら
補
助

金
と
し
て
予
定
し
て
い
る
の

は
、
現
在
１
億
３
０
０
万
円

と
な
る
。

ま
た
こ
の
財
源
は
す
べ

て
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
金

で
あ
る
。

○
農
林
水
産
業
費

川
口
福
三
議
員

農
業
振
興
費
の
中
で
県
、

国
の
補
助
率
に
対
す
る
報
告

が
あ
っ
た
が
、
こ
の
施
設
の

場
所
、
ま
た
こ
の
内
容
に
つ

い
て
説
明
を
お
願
い
す
る
。

産
業
課
長

補
助
施
設
の
場
所
は
身
延

町
全
体
で
。

件
数
は
、
施
設
撤
去
費
が

16
人
、
27
件
が
対
象
で
あ
る
。

修
繕
、
再
建
に
つ
い
て
は

被
災
者
18
人
で
31
件
分
。

内
容
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
、
農
機
具
格
納
庫
、
果
樹

棚
、
鶏
舎
等
々
の
被
災
に
対

す
る
補
助
で
あ
る
。

特別養護老人ホーム「みのぶ荘」（身延町梅平）

6月のやり取り
質 疑 応 答
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討 論
賛　成

　

3
月
の
第
一
回
定
例
会
に
お
い
て
議
決
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
医
療
費
助
成
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務

に
つ
い
て
は
受
給
者
に
都
度
、
足
を
運
ぶ
こ

と
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改

修
で
あ
る
の
で
賛
成
す
る
。野

島
俊
博　

議
員

　

国
会
に
お
い
て
も
憲
法
解
釈
の
意
見
の
相

違
、
ま
た
そ
の
解
釈
の
度
合
い
で
議
論
中
で

あ
る
。
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
も
議

員
各
位
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が
あ
り
、
4
人
が

継
続
審
査
賛
成
、
1
人
が
反
対
と
い
う
こ

と
で
継
続
審
査
が
妥
当
で
あ
る
と
決
し
た
の

で
、
継
続
審
査
に
す
る
こ
と
に
賛
成
す
る
。

広
島
法
明　

議
員

　

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中
で
、
効
率
的

か
つ
質
の
高
い
医
療
の
提
供
体
制
に
改
革
、

介
護
予
防
、
健
康
増
進
に
向
け
た
取
り
組
み

の
推
進
、
介
護
保
険
料
の
低
所
得
者
負
担
軽

減
等
も
組
み
込
ま
れ
た
法
案
で
あ
る
の
で
賛

成
す
る
。

深
澤　

勝　

議
員

議
案
第
52
号

　

平
成
26
年
度
身
延
町
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
2
号
）

　

民
生
費
中
・
障
害
福
祉
費
委
託
料

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

請
願
第
2
号

　

憲
法
解
釈
の
変
更
に
よ
る
集
団
的
自
衛

権
行
使
容
認
に
反
対
す
る
意
見
書
提
出

を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て　

　
（
継
続
審
査
）

請
願
第
3
号

　
「
医
療
・
介
護
総
合
法
案
」
撤
回
と
安
心

で
き
る
介
護
制
度
を
国
に
求
め
る
意
見
書

に
対
す
る
請
願
不
採
択
に
対
す
る
討
論

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

反　対
　

償
還
払
い
に
す
る
た
め
、
町
の
シ
ス
テ
ム

を
変
え
る
予
算
で
あ
る
。
重
度
の
障
害
を
持

つ
人
た
ち
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
が
お
金
の

心
配
を
せ
ず
に
医
療
が
受
け
ら
れ
る
窓
口
無

料
制
度
を
続
け
る
べ
き
だ
と
考
え
る
の
で
、

こ
の
補
正
予
算
に
反
対
す
る
。

渡
辺
文
子　

議
員

　

世
界
で
は
今
、
戦
争
で
は
な
く
て
平
和
的
・

外
交
的
努
力
で
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
流

れ
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
は
憲
法
を
生
か
し
て
ア
ジ
ア
と
世
界

の
平
和
に
貢
献
す
る
道
こ
そ
日
本
は
進
む
べ

き
で
あ
る
。

　

憲
法
解
釈
変
更
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
に
反
対
す
る
こ
の
請
願
は
、
採
択
す

べ
き
で
あ
る
。

渡
辺
文
子　

議
員

　

憲
法
第
25
条
に
基
づ
き
、
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
介
護
制

度
を
国
は
自
治
体
と
協
力
し
て
追
及
す
べ
き

で
あ
る
。

　

医
療
・
介
護
総
合
法
案
撤
回
と
安
心
で
き

る
介
護
制
度
を
国
に
求
め
る
こ
の
請
願
は
採

択
す
べ
き
と
考
え
る
。

渡
辺
文
子　

議
員
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ここが聞きたい！

野島　俊博 議員

「
努
力
目
標
」
教
育
振
興
基
本
計
画
策
定
は

策
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る

問　

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
教

育
振
興
基
本
計
画
策
定
が

「
努
力
目
標
」
に
な
っ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

教
育
委
員
長　

本
町
独
自
の
、

他
の
地
方
公
共
団
体
と
は
違

う
実
情
あ
る
い
は
課
題
等
が

あ
る
の
で
、策
定
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
こ
の
教
育
振
興
基

本
法
は
、
本
町
の
教
育
に
お

け
る
基
本
的
か
つ
総
合
的
な

計
画
と
な
る
の
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
公
民
館
、
体
育
協
会
、
文

化
協
会
な
ど
の
各
種
団
体

や
地
域
が
連
携
し
「
本
町
の

教
育
理
念
を
高
く
掲
げ
る
」、

そ
う
い
う
も
の
で
あ
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　

平
成
26
年
度
か
ら
30
年
度

の
、
山
梨
の
教
育
振
興
プ
ラ

ン
、「
未
来
を
拓
く
山
梨
人

づ
く
り
」
と
題
し
、
山
梨
の

教
育
振
興
プ
ラ
ン
が
作
成
さ

れ
て
い
る
が
、
本
町
に
お
い

て
、
県
と
一
体
と
な
っ
た
施

策
の
推
進
を
、
ど
の
よ
う
に

理
解
し
進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

教
育
の
目
標
は
、国

や
県
、町
も
同
じ
方
向
で
推

進
を
し
な
け
れ
ば
大
き
な
成

果
は
望
め
な
い
わ
け
で
あ
る
。

　
　

年
度
当
初
の
町
の
教
育
方

針
に
は
国
や
県
の
考
え
を
も

と
に
、
そ
の
時
点
で
取
り
組

む
べ
き
重
要
課
題
や
施
策
を

う
た
っ
て
い
る
。

　
　

峡
南
地
域
、そ
し
て
わ
が

町
の
抱
え
る
独
自
の
課
題
も

あ
る
の
で
、県
と
も
調
整
を

図
っ
た
上
で
、連
携
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

教
育
を
取
り
巻
く

社
会
状
況
に
つ
い
て

問　
「
少
子
高
齢
化
の
進
行
」

に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
教

育
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
。

教
育
長　

学
校
教
育
、
生
涯
学

習
に
大
き
な
影
響
の
あ
る
問

題
と
捉
え
て
い
る
。

　
　

時
代
の
変
化
や
、
そ
の

時
々
の
社
会
情
勢
、
あ
る
い

は
複
雑
化
す
る
社
会
の
中

で
、
教
育
は
、
こ
れ
に
対
処

す
る
こ
と
の
で
き
る
人
格
、

あ
る
い
は
知
識
の
形
成
に
資

す
る
た
め
に
、
今
後
ま
す
ま

す
重
要
に
な
る
と
考
え
る
。

　
問　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
行
」

に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
教

育
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
。

教
育
長　

社
会
性
を
学
び
、
キ

ャ
リ
ア
教
育
を
進
め
て
世
界

と
の
関
わ
り
や
自
己
の
確
立

に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　

一
方
、
学
校
教
育
に
お
い

て
は
、
国
際
人
と
し
て
の
基

礎
を
養
い
、
ま
た
外
国
語
を

学
び
た
い
と
い
う
意
欲
づ
け

を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

問　
「
身
延
の
良
さ
」
を
再
認

識
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
教
育

に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
。

教
育
長　

本
町
は
地
域
へ
の

愛
着
は
非
常
に
強
い
。
こ
の

地
域
へ
の
愛
着
が
あ
れ
ば
こ

そ
、
公
民
館
活
動
な
ど
を
通

じ
「
身
延
町
の
良
さ
」
を
さ

ら
に
引
き
出
す
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　
　

世
界
文
化
遺
産
に
富
士
山

が
登
録
さ
れ
、
そ
し
て
本
栖

湖
、
あ
る
い
は
中
部
横
断
道

の
開
通
、
ま
た
町
内
に
３
つ

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置

と
い
う
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も

あ
る
。
身
延
の
歴
史
や
文
化

を
、
自
信
を
持
っ
て
次
世
代

に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
あ
る
と
考
え
る
。

問　

未
来
へ
の
希
望
に
つ
い

て
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
に
求

め
ら
れ
る
こ
と
は
。

教
育
長　

い
つ
の
時
代
も
学
校

教
育
、
社
会
教
育
の
で
き
る

こ
の
こ
と
は
、
規
範
意
識
や

生
き
る
力
を
育
む
こ
と
で
あ

る
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り

が
基
本
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
を
「
た
く
ま
し
く
生

き
抜
く
力
を
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
教

育
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

そ
の
他
の
質
問

①���「
安
全
・
安
心
に
対
す
る
意

識
の
高
ま
り
」
に
つ
い
て
、

②���

「
知
識
基
盤
社
会
の
到
来
」

に
つ
い
て
、

③���「
社
会
の
つ
な
が
り
の
希
薄

化
」
に
つ
い
て
、

こ
れ
か
ら
の
教
育
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
は
。

一 般 質 問
教 育 行 政

問

答
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町
の
将
来
に
期
待
で
き
な
い
と
考
え
る
若
者
へ
の
対
応
は

定
住
促
進
に
重
点
を
置
き
、若
者
と
の
話
し
合
い
も
検
討
し
た
い

松浦　　隆 議員

問　

新
聞
報
道
で
30
年
後
の
県

内
市
町
村
の
人
口
数
と
、
若

い
世
代
の
女
性
人
口
の
減
少

率
・
人
口
数
が
掲
載
さ
れ
、

将
来
消
滅
す
る
自
冶
体
も
あ

る
と
警
告
し
て
い
る
が
、
町

長
の
考
え
は
。

町
長　

今
の
水
準
で
大
都
市
へ

の
人
口
流
出
は
重
大
な
結
果

に
な
る
と
仮
定
し
て
い
る
。

今
ま
で
も
定
住
促
進
事
業
を

実
施
し
て
き
た
が
、
地
理
的

条
件
な
ど
の
要
因
で
人
口
が

減
少
し
て
い
る
。
中
部
横
断

道
の
開
通
で
、
通
勤
の
利
便

性
や
通
勤
範
囲
の
拡
大
が
期

待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
た

な
定
住
を
促
進
す
る
宅
地
分

譲
な
ど
、
定
住
環
境
の
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

若
い
女
性
人
口
マ
イ
ナ
ス

75
・
8
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少

予
想
に
対
す
る
考
え
は
。

町
長　

対
策
を
講
じ
な
い
場
合

の
予
想
数
で
、過
疎
対
策
と

少
子
高
齢
化
対
策
を
、定
住

促
進
の
重
点
に
置
き
、今
ま

で
以
上
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

町
長
は
、
提
唱
す
る
「
住

ん
で
よ
し�

訪
ね
て
よ
し�

お

ら
が
身
延
（
ま
ち
）」
や
鎮

守
の
森
構
想
で
、
魅
力
あ
る

拠
点
づ
く
り
に
積
極
的
に
関

わ
り
取
組
む
考
え
か
。

町
長�　
そ
の
通
り
で
あ
る
。　

問　

若
い
世
代
か
ら
「
総
合
計

画
に
将
来
展
望
が
見
え
な

い
、
町
の
将
来
に
期
待
で
き

な
い
」
と
の
声
が
あ
る
が
。

町
長　

私
の
耳
に
は
届
い
て
い

な
い
。
逆
に
中
部
横
断
道
が

開
通
し
、
素
晴
ら
し
い
町
に

な
る
と
の
声
を
聞
い
た
。　

問　

昨
年
の
6
月
議
会
の
一
般

質
問
で
、「
学
校
統
廃
合
問

題
は
定
住
促
進
と
は
対
極
的

な
施
策
で
は
な
い
か
」
と
の

問
い
に
「
生
活
環
境
の
整
備

と
教
育
環
境
の
整
備
は
、
町

民
の
た
め
の
施
策
で
相
反
す

る
施
策
で
は
な
い
」
と
答
弁

し
て
い
る
。
こ
の
点
が
認
識

の
違
い
で
は
な
い
か
。

町
長　

町
民
の
た
め
の
施
策
と

の
考
え
は
変
わ
ら
な
い
。

問　

他
町
で
の
成
功
例
を
参
考

に
、
移
住
希
望
者
の
受
け
入

れ
環
境
の
整
備
を
し
、
在
住

の
若
者
と
の
話
合
い
で
考
え

を
聞
き
、
定
住
促
進
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

今
後
検
討
し
た
い
。

問　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
、
町
の
大
胆
な
意
識
改

革
が
必
要
で
は
な
い
か
。
町

づ
く
り
に
意
欲
の
あ
る
職
員

を
募
り
、
若
い
職
員
の
考
え

や
、
女
性
の
立
場
か
ら
の
町

づ
く
り
を
進
め
る
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
政
策
室
に

配
置
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

す
べ
て
の
行
政
を
担
う

な
か
で
検
討
し
た
い
。

要 

望　

若
者
が
希
望
を
も
て

る
町
づ
く
り
の
、積
極
的
な

施
策
を
町
長
に
期
待
す
る
。

一 般 質 問

…定住促進事業…
「丸滝宮の前団地宅地分譲事業」19区画造成状況

町の将来展望

問

答
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渡辺　文子 議員

後
期
統
合
計
画
を
白
紙
に
戻
し
教
育
振
興
計
画
を

白
紙
に
と
い
う
提
案
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

問　

若
年
女
性
の
減
少
率
が
本

町
は
県
下
で
2
番
目
に
高
い

と
報
道
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ

に
拍
車
を
か
け
る
の
が
地
域

か
ら
学
校
を
な
く
す
こ
と
。

町
の
活
力
、
魅
力
を
自
ら

奪
う
こ
と
は
や
る
べ
き
で
な

い
。
学
校
を
な
く
す
こ
と
よ

り
、
先
に
や
る
べ
き
事
が
あ

る
が
。

教
育
委
員
長　

教
育
委
員
会
の

責
務
、
施
策
と
し
て
学
校
統

合
を
し
な
け
れ
ば
怠
慢
の
そ

し
り
を
免
れ
な
い
。

問　

学
校
が
な
く
な
る
と
、
子

ど
も
を
持
つ
若
い
世
代
が
近

く
に
学
校
の
あ
る
地
域
に
移

り
住
み
、
過
疎
に
拍
車
が
か

か
る
と
い
う
報
道
番
組
が
あ

っ
た
。
旧
下
部
町
で
久
那
土

小
と
古
関
小
が
統
合
し
た
時

99
人
い
た
児
童
が
わ
ず
か
12

年
後
に
は
41
人
に
激
減
し

た
。
隣
の
六
郷
小
や
鰍
沢
小

と
比
べ
て
減
少
率
が
著
し
く

高
い
。
地
域
に
学
校
が
な
い

と
若
い
人
た
ち
が
住
ま
な
く

な
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。

町
が
若
者
定
住
や
子
育
て
支

援
を
進
め
、
一
方
で
学
校
を

な
く
し
て
し
ま
う
の
は
整
合

性
が
な
い
。

町
長　

中
富
町
長
の
時
、
曙
小

学
校
の
統
廃
合
を
し
な
け
れ

ば
身
延
町
の
合
併
に
入
れ
な

い
と
言
わ
れ
た
。
同
級
生
が

3
、
4
人
の
中
で
授
業
を
受

け
さ
せ
る
の
は
子
ど
も
の
た

め
に
良
く
な
い
の
で
、
原
小

と
統
合
し
て
く
れ
た
ら
こ
こ

曙
地
区
に
残
る
と
も
言
わ
れ

た
。

同
意
・
不
同
意
の
結
果
は

問　

久
那
土
の
保
護
者
が
不
同

意
を
出
し
た
と
聞
い
た
が
。

学
校
教
育
課
長　

保
護
者
会
と

し
て
、
後
期
統
合
計
画
に
同

意
か
否
か
を
回
答
し
て
も
ら

っ
た
結
果
、
11
校
の
う
ち
同

意
は
小
学
校
5
校
、
中
学
校

1
校
、不
同
意
小
学
校
1
校
、

中
学
校
2
校
、
結
論
が
出

せ
な
か
っ
た
の
が
小
学
校
1

校
、
中
学
校
1
校
で
あ
る
。

問　

こ
の
結
果
か
ら
計
画
ど
お

り
進
ま
な
い
と
思
う
が
。

教
育
長　

教
育
委
員
会
で
審
議

中
な
の
で
、
今
は
何
と
も
い

え
な
い
。

問　

複
数
の
保
護
者
会
か
ら
説

明
に
来
て
ほ
し
い
と
あ
っ
た

が
、
誠
意
を
持
っ
て
答
え
る

べ
き
だ
。

教
育
委
員
長　

保
護
者
の
会
議

に
ひ
と
つ
行
く
と
全
部
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、

説
明
に
正
確
性
を
期
す
る
た

め
文
書
で
答
え
た
。

問　

後
期
計
画
に
対
す
る
同
意
、

不
同
意
と
聞
い
た
が
、保
護

者
の
話
で
は
統
合
す
る
相
手

の
学
校
に
つ
い
て
同
意
か
不

同
意
か
と
答
え
た
と
聞
い
た
。

学
校
教
育
課
長　

最
初
の
保
護

者
会
の
同
意
書
が
、
後
期
統

合
計
画
で
は
な
く
、
ど
こ
と

統
合
す
る
か
に
つ
い
て
保
護

者
会
は
同
意
す
る
と
な
っ
て

い
た
の
で
、
同
じ
よ
う
な
回

答
書
が
出
て
来
た
と
思
わ
れ

る
。

問　

そ
も
そ
も
の
前
提
が
崩
れ

た
同
意
、
不
同
意
は
意
味
が

な
い
。
こ
の
後
期
統
合
計
画

を
白
紙
に
戻
す
べ
き
だ
。

教
育
委
員
長　

後
期
統
合
計
画

を
否
定
す
る
提
案
は
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
。

問　

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
教

育
振
興
計
画
を
公
募
も
含

め
、
多
く
の
住
民
の
力
で
作

る
た
め
に
も
後
期
統
合
計
画

は
白
紙
に
戻
す
必
要
が
あ

る
。

教
育
委
員
長　

町
の
総
合
計

画
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
れ

に
基
づ
い
た
統
合
計
画
で
あ

る
。
教
育
振
興
計
画
は
今
後
、

全
体
を
網
羅
し
た
形
を
作

る
。

一 般 質 問

学校統合問題

問

答
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川口　福三 議員

問　

中
部
横
断
道
開
通
に
向
け

て
の
町
づ
く
り
構
想
は
。

町
長　

丸
滝
の
宅
地
分
譲
を
は

じ
め
、
町
有
地
等
を
利
用
し

た
分
譲
計
画
や
、
町
内
観
光

施
設
へ
、
多
く
の
皆
さ
ん
が

訪
れ
て
く
れ
る
よ
う
考
え
て

行
き
た
い
。

問　

町
内
3
か
所
の
イ
ン
タ
ー

が
決
ま
っ
た
が
、
町
の
拠
点

と
し
て
の
構
想
を
聞
く
。

町
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
各
種
関
係

委
員
に
お
願
い
す
る
中
で
検

討
す
る
。

問　

峡
南
地
方
の
人
口
減
は
、

生
活
基
盤
整
備
が
遅
れ
て
い

る
旧
下
部
地
区
の
人
口
減
が

著
し
い
が
、
市
之
瀬
・
三
沢

間
の
道
路
問
題
等
に
対
す
る

町
長
の
考
え
は
。

町
長　

町
長
就
任
以
来
、
県
へ

要
望
し
て
い
る
。

問　

下
田
原
か
ら
峡
南
衛
生
組

合
ま
で
の
測
量
調
査
費
が
計

上
さ
れ
た
が
、
国
道
52
号
線

の
迂
回
路
と
し
て
、
鴨
狩
ま

で
の
道
路
整
備
の
考
え
は
。

町
長　

3
年
後
に
、
中
部
横
断

道
が
開
通
し
た
後
、
考
え
て

い
く
。

問　

富
士
山
が
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
。
観
光
に
対
す
る

受
け
入
れ
態
勢
を
聞
く
。

観
光
課
長　

駐
車
場
、
ト
イ
レ
、

観
光
案
内
所
が
必
要
と
な

る
。
4
月
に
本
栖
湖
に
観
光

案
内
所
を
開
設
し
た
。

問　

姉
妹
都
市
の
鴨
川
市
は
、

1
市
1
町
の
合
併
で
、
80
億

の
特
例
債
、
そ
の
内
60
億
を

中
学
校
統
合
に
投
じ
た
。

　
　

本
町
は
、
約
１
０
２
億

の
限
度
額
の
内
、
下
山
小
へ

13
億
の
ほ
か
9
事
業
に
使

い
、
起
債
可
能
額
が
73
億
あ

る
が
、
今
後
の
活
用
計
画
は
。

財
政
課
長　

事
業
実
施
に
つ
い

て
は
、
国
・
県
の
補
助
金
や

交
付
金
を
充
当
し
、
町
の
負

担
分
に
特
例
債
の
充
当
を
検

討
し
て
い
く
。

　

次
期
学
校
統
合

　
　
　
　

計
画
に
つ
い
て

問　

不
同
意
が
多
い
場
合
、
今

後
、
ど
の
よ
う
な
計
画
と
な

る
の
か
。

教
育
長　

6
月
2
日
に
臨
時
会

を
開
催
し
た
が
、
結
論
に
至

っ
て
い
な
い
。

　

防
災
対
策
に
つ
い
て

問　

2
月
の
大
豪
雪
、
除
雪
指

示
と
今
後
の
対
応
へ
の
考
え

を
聞
く
。

町
長　

情
報
・
連
絡
が
取
れ
な

い
状
況
で
あ
っ
た
。
課
題
点

を
挙
げ
整
理
し
、
県
に
提
出

し
た
。

　
　

秋
に
は
対
策
案
が
整
理

さ
れ
各
市
町
村
に
公
表
さ
れ

る
。

一 般 質 問

中
部
横
断
自
動
車
道
開
通
、
町
づ
く
り
構
想
は

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
の
施
策
を
進
め
て
い
き
た
い

本栖湖畔観光案内所開所式

問

答

町づくり構想
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２
月
の
豪
雪
被
害
状
況

問　

豪
雪
に
よ
る
各
種
被
害
状

況
と
財
政
措
置
は
。

財
政
課
長　

道
路
等
の
除
雪

費
８
、５
２
３
万
２
千
円
、
農

業
用
施
設
で
58
施
設
、
約

１
億
４
０
０
万
円
、
公
共

施
設
等
の
修
繕
費
１
、

６
２
１
万
３
千
円
と
な
る
。

　
　

財
政
措
置
は
国
土
交
通
省

の
補
助
金
２
、９
５
０
万
円
、

特
別
交
付
税
算
定
数
値
に

５
、１
０
０
万
円
を
算
入
、農

業
施
設
で
6
、８
９
７
万
6
千

円
の
補
助
金
等
が
見
込
ま
れ

る
。

災
害
用
備
蓄
品（
非
常
食

飲
料
水
等
）保
管
方
法
を

問　

２
月
の
豪
雪
に
よ
り
、
国

道
52
号
線
の
車
の
停
滞
は
約

３
日
間
、
大
変
な
状
況
か
ら

集
会
施
設
等
に
非
難
を
呼
び

か
け
、
周
辺
住
民
が
そ
れ
ぞ

れ
自
宅
の
米
を
持
ち
寄
り
、

食
料
の
確
保
と
提
供
に
奔

走
、
自
宅
の
米
も
切
迫
し
た

状
況
か
ら
、
町
が
管
理
す
る

非
常
用
物
品
を
集
会
施
設
等

に
分
散
保
管
の
考
え
は
。

町
長　

２
月
の
豪
雪
を
教
訓

に
、
各
地
域
の
皆
様
が
使
い

勝
手
の
良
い
施
設
に
備
蓄
品

の
分
散
化
を
図
っ
て
い
く
。

防
災
力（
消
防
団
）の
強
化

問　

消
防
団
は
地
域
防
災
の
要

で
あ
る
。昨
年
末
に
消
防
団

支
援
法
が
施
行
さ
れ
、消
防

団
の
抜
本
的
な
強
化
を
目
指

し
て
、自
治
体
職
員
の
積
極

的
な
入
団
促
進
、及
び
消
防

団
の
処
遇
改
善
で
退
職
報
償

金
、報
酬
、出
勤
手
当
等
の
引

上
げ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　

本
町
消
防
団
の
一
層
の
充

実
に
向
け
、
国
の
要
請
に
対

応
す
べ
き
で
は
。

町
長　

職
員
み
ず
か
ら
地
域
の

中
核
と
し
て
積
極
的
に
活
動

す
る
よ
う
推
進
し
て
い
る
。

　
　

な
お
、
処
遇
改
善
に
つ
い

て
は
、
必
要
に
応
じ
て
適
切

に
処
理
し
て
い
く
。

認
知
症
予
防
に
、

　

頭
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

問　

高
齢
化
比
率
が
非
常
に
高

い
本
町
で
は
、
認
知
症
予
防

は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

の
た
め
、
頭
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
（
軽
度
認
知
障
害
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
）
の
導
入

は
ど
う
か
。

福
祉
保
健
課
長　

早
期
診
断
、

早
期
対
応
が
重
要
。
提
案
の

趣
旨
に
沿
っ
て
軽
度
認
知
障

害
の
検
査
と
介
護
予
防
事
業

を
連
動
し
て
取
り
組
む
。

●
そ
の
他
の
質
問　
　

問　

身
延
町
地
域
防
災
計
画
に

雪
害
対
策
を
。

問　

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
と
狩
猟

鳥
獣
の
食
用
（
ジ
ビ
エ
）
の

加
工
施
設
を
。

【
軽
度
認
知
障
害
と
は
】

　

正
常
な
脳
と
認
知
症
の
中
間

の
状
態
を
言
う
。
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
テ
ス
ト
（
判
別
検
査
）
に

よ
り
、
自
分
の
脳
の
機
能
の
状

態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

認
知
症
予
防
は
重
要
な
課
題
、
早
期
検
討
を

軽
度
認
知
障
害
の
検
査
と
介
護
予
防
を
連
動

深澤　　勝 議員

一 般 質 問

６月に開催された認知症予防講演会（すこやかセンター）

認知症予防

問

答
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田中　一泰 議員

問　

地
域
協
働
で
つ
く
る
身
延

の
ま
ち
づ
く
り
の
商
業
振
興

の
進
捗
状
況
は
。　

町
長　

地
域
と
連
携
す
る
中
で

単
に
観
光
客
を
呼
ぶ
だ
け
で

な
く
住
ん
で
い
る
人
が
地
域

に
魅
力
を
感
じ
、
町
外
に
向

け
て
そ
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
け
る
よ
う
な
町
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

中
部
横
断
道
の
開
通
に
関

し
て
具
体
的
に
何
を
し
て
い

る
の
か
。

町
長　

本
栖
湖
に
観
光
案
内

所
を
開
設
し
た
。
町
民
総
ガ

イ
ド
運
動
を
町
内
に
浸
透
さ

せ
、
観
光
客
を
明
る
い
心
で

向
か
い
入
れ
る
よ
う
対
応
し

た
い
。

問　

観
光
地
の
整
備
は
重
要
な

政
策
だ
が
、
身
延
門
内
地
域

の
交
通
状
況
の
改
善
に
つ
い

て
計
画
が
あ
る
か
。

観
光
課
長　

道
路
整
備
に
つ
い

て
は
、
景
観
整
備
事
業
で
電

線
の
地
中
化
、
町
道
関
係
で

は
用
地
確
保
等
可
能
で
あ
る

な
ら
ば
待
避
所
的
に
随
時
拡

幅
す
る
な
ど
の
対
応
を
と
っ

て
い
き
た
い
。

問　

下
部
温
泉
の
環
境
整
備
、

魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

観
光
課
長　

地
域
の
持
続
的
な

発
展
に
向
け
観
光
地
づ
く
り

と
町
づ
く
り
を
一
体
的
に
行

う
観
光
の
町
づ
く
り
と
い
う

考
え
の
も
と
に
活
動
を
進
め

て
行
く
。

　
　

上
下
水
道
の
整
備
、
街
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
が
行
わ
れ

た
。
地
元
の
皆
さ
ん
の
「
知

恵
と
力
」
に
町
も
力
を
合
わ

せ
て
い
き
た
い
。

問　

身
延
町
内
の
観
光
の
連
携

で
、
現
在
、
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
。

観
光
課
長　

町
内
の
各
観
光
団

体
で
組
織
す
る
身
延
観
光
連

盟
と
し
て
各
観
光
関
係
団
体

へ
情
報
提
供
を
し
て
い
る
。

　
　

民
間
活
力
を
活
用
す
る
形

で
観
光
事
業
の
展
開
を
期
待

し
て
い
る
。

問　

生
涯
学
習
の
目
的
と
内
容

及
び
現
状
に
つ
い
て
。

教
育
長　

人
と
文
化
を
育
む
町

づ
く
り
と
し
て
、
生
涯
学
習

の
推
進
が
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
町
づ
く
り
に
は
、
人
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
。

　
　

こ
う
し
た
目
的
を
進
め
る

た
め
、
26
年
度
よ
り
「
自
主

企
画
講
座
」
の
開
催
を
目
指

し
て
お
り
、
自
ら
進
め
る
楽

し
さ
に
加
え
、
性
別
や
年
齢

を
超
え
た
交
流
、
協
働
の
町

づ
く
り
に
繋
が
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

教
育
委
員
会
と
し
て
も
支

援
し
て
い
く
。

問　

小
中
学
校
に
お
け
る
い
じ

め
問
題
に
つ
い
て
、
教
育
委

員
会
と
し
て
の
対
応
と
考
え

方
に
つ
い
て
。

教
育
長　

管
内
で
11
校
、
合
計

で
10
件
程
度
を
把
握
し
て
い

る
。
先
生
方
の
努
力
に
よ
り

ほ
ぼ
解
消
し
て
い
る
。

　
　

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を

策
定
し
、
未
然
防
止
に
努
め

て
行
く
と
と
も
に
、
教
育
委

員
会
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て

い
く
。

総
合
計
画
で
目
指
す
町
づ
く
り
は

地
域
に
魅
力
を
感
じ
る
町
を
目
指
す

問

答

町づくり行政

待たれる電線地中化「身延山門前町」

一 般 質 問
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・研 修 日 	５月27日〜 26日
・場　　所	 東京「メルパルクホール」
・研修内容
　・これからの町村議会のあり方
　・日本の政治経済の現状と今後の行方

他、基調講演等

　平成 26 年度・平成 27 年度
の任期で、「読みやすく、親し
みのある議会広報」づくりにご
協力をいただく皆様です。2年
間よろしくお願いいたします。

　山梨県町村議会議長会から
【優良町村議会】として、身延
町議会が表彰されました。
　町民の皆様に支えられ、とも
に歩み、住民福祉の向上にま
すます努力してまいります。

◆表紙について
�子どもたちが安全にと
願う、とても良い写真
だと思う。

◆討　論
�反対する意見は賛同でき
ないが、どのポイントに
ついて反対しているのか
は見える。

◆保育所めぐり
�とても可愛い子ども
たち。健やかに育っ
てほしいと願う。子
どもが多くなること
を願う。

◆当初予算について
予算を家計簿に例えているが、
６００万円の根拠が不明。歳入
合計を世帯数で割った金額を家
計収入にした方が良い。

◆委員会レポート
・�写真の内容は、金山博物館については
１枚で大きい方が見やすいと思う。
・�税等の滞納者に対しての取り組みはど
のような努力をしているのか。督促状を
出すだけが仕事ではない。解決に向けて
住民に寄り添った行政をしてほしい。

◆一般質問
町の将来像の質問に対して、合併特例債
が３１年度まで延長されたことに伴い、計
画期間の延長という回答。問題を先送り
しているようで具体的なビジョンが見え
てこない。職員に、町の発展に対する積
極性が欠けているように思える。

◆質疑応答
�質問した項目に答えて終わっている。
町民は提案された議案が本当に必要
なのかを知りたい。この後の追及が
あれば掲載してほしい。

◆町政全般の意見・要望
・�学校統廃合問題は、長期的なビジョンで計画を立て
なければならない。将来を見据えた場合、中学校の
適地は下山しか考えられない。中高一貫は進路を限
定され、子どもの夢をつむことになってしまう。
・�一寸一言、わが町は観光に依存する部分が重い。一
方で行政側の対応が遅れているのも目につく。例え
ば、ヤマメの里の施設は、再開できなければ看板を
撤去すべき。聞かれた時の対応に困る。他の施設・
看板等も点検する必要があると思う。

◆鴨川市表敬訪問
�前後のページとは何の
関連もないように思う。
意図不明。

　◆町長施政方針・
　　教育委員長教育方針
・町長施政方針、簡単明瞭、
もっと中身がほしい。
・�高齢化の進むわが町で
ある。認知症対策も兼ね
て生涯学習関係の充実
に期待する。

◆モニター通信・議会
　日誌・臨時会・組合議会
�モニターの感想、意見を読み、
改めて該当号の議会だよりを
見直す機会になっている。

全国町村議会議長・副議長研修会 議会広報モニター・
フォトリーダー 委嘱状交付式

（議会だより№３８の意見・感想等）

議会広報モニターの皆様のご意見・
ご感想等を要約したものです。

貴重なご意見等を参考に、町民の皆様が
読みやすい議会だよりを目指します。

モニター通信



保育所めぐり
見
守
ら
れ
て

　
「
神
様
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
日
も
一
日
お
願
い
し

ま
す
。」「
神
様
、
今
日
も
一
日

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

　

常
葉
保
育
所
の
隣
に
あ
る
諏

訪
神
社
で
朝
夕
、
お
家
の
方
と

一
緒
に
手
を
合
わ
せ
る
子
ど
も

達
の
姿
が
あ
り
ま
す
。
欅
・
杉

な
ど
の
大
木
に
囲
ま
れ
、
ト
ト
4

4

ロ4

が
住
ん
で
い
そ
う
な
こ
の
神

社
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
常
葉

保
育
所
の
お
友
達
は
健
や
か
に

育
っ
て
い
ま
す
。

　

常
葉
保
育
所
は
、
下
部
小
中

学
校
、
役
場
下
部
支
所
、
下
部

地
区
公
民
館
が
あ
る
五
条
が
丘

に
あ
り
、
未
満
児
3
名
、
年
少

児
3
名
、
年
中
児
4
名
、
年

長
児
5
名
の
計
15
名
の
小
さ

な
保
育
所
で
す
。丈
夫
な
身
体・

豊
か
な
心
・
頑
張
る
力
を
保
育

の
三
本
柱
に
揚
げ
保
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

体
育
教
室
、サ
ッ
カ
ー
教
室
、

リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
そ
し
て
、
手

づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
た
給
食
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

集
団
生
活
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
が
互
い
の
気
持
ち
を
分
か

り
合
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

英
語
教
室
、
お
絵
か
き
な

ど
を
頑
張
り
、
そ
の
成
果
を

運
動
会
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
訪

問
、
お
遊
戯
会
で
発
表
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら

は
、
さ
つ
ま
い
も
堀
り
、
祖
父

母
の
ふ
れ
あ
い
会
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
会
な
ど
で
、
子
ど
も

達
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　　

こ
れ
か
ら
も
、子
ど
も
の『
育

ち
た
い
』
と
い
う
思
い
と
、
大

人
の
『
育
て
た
い
』
と
い
う
思

い
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
笑
顔

が
絶
え
な
い
保
育
所
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
常
葉
保
育
所
に
遊

び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

常
葉
保
育
所
主
任
保
育
士
　
佐
野
百
合
子

○
神
社
に
見
守
ら
れ
て

○
保
育
、
三
本
の
柱

「

丈

夫

な

体

」

「

豊

か

な

心

」

「

頑

張

る

力

」

“しっかり　おててつないでね”

“笑顔でパチリ　たのしい遠足“

「
笑
顔
が

  

絶
え
な
い

　
　

保
育
所
」

を
目
指
し
て
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